
 
 

  
 

 

 

 

避難訓練の後、ある教室でこんな様子を目

にしました。 

「先生の家の近くで火事が起こったこと 

がありました」 

「300～400ｍくらい離れた家のそば 

まで、ものすごい煙が流れてきて・・・」 

「離れていても、煙の恐怖を感じました」 
 

訓練後のとてもタイムリーな話題でした。

そして、教室の子どもたち全員が、身を乗り

出すように聴き入る様子が、とても印象的で

した。 
 

子どもたちは、先生の体験談や子ども時代

の話に耳をよく傾けます。私の小学生時代を

振り返っても、先生の授業でのお話は思い出

せません。しかし、先生が話された子どもの

頃の失敗談やチリ地震津波の体験などは、頭

に残っているので不思議です？？？ 

「自分から」つくる みんな笑顔の山目小 

 

 

地震と火災を想定した避難訓練を行いました。今回は

防火扉と防火シャッターを作動させた中、防火扉にある

「くぐり戸」を通り抜けて避難する訓練でした。 

いつもとは違う校舎の様子に、初体験の１年生はドキ

ドキです。ことり学級では、防火扉とシャッタ―で閉ざ

された「いつもと違う校舎」の様子を確かめる時間を、

先生方がしっかりとってくださっていました。 

避難における新たな状況、新たな知識にふれさせるこ

とで、子どもたちの危機意識のバージョンアップを図っ

ていきたいと思います。

 

 

 

 

6年Ｂ組担任 〇〇 〇〇（〇〇〇 〇〇〇）

教諭の家庭に、まもなくお子さんが誕生します。

それに伴い、〇〇教諭は育児のためのお休みを

いただく予定です。 

お休みは、11月 27日（月） 

から１カ月間の予定ですが、 

出産日が前後した場合には 

変更もあります。 

ご了承ください。 

つきましては、担任が 

お休みをいただく間、次の 

教員が担任代理を務めます。 

ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 ６年Ｂ組 担任代理 
 

〇〇〇 〇〇〇

 

 

 

学校では、６年Ｂ組の教育活動に支障が無い

よう十分に配慮してまいります。 

そして、父親も積極的に子 

育てに関わる社会、それを支 

えられる職場づくりを目指し 

たいと思います。 

がんばれ！パパ ママ！ 

みんなで応援しています。 

◆お知らせとお願い◆ 

【担任の火災の体験談に耳を傾ける】 【煙を吸わないように避難】 

◆ 校長日記 ◆ 


